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企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
・

二
〇
一
〇
年
基
準
指
数
の

公
表
を
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス

価
格
指
数
の
五
年
に
一
度
の
基
準
改
定

を
実
施
し
、
本
年
六
月
二
十
五
日
か
ら

二
〇
一
〇
年
基
準
指
数
の
公
表
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
名
称
を
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｉ

か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
に
変
更
し
ま
し
た
。

▼
今
回
の
基
準
改
定
で
は
、
昨
年
五
月
に

基
本
方
針
を
公
表
し
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
踏
ま
え
ま
し
て
、

本
年
六
月
十
七
日
に
「
企
業
向
け
サ
ー
ビ

ス
価
格
指
数
・
二
〇
一
〇
年
基
準
改
定
結

果
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

基
準
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
①
新
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
込
み
、②
既
存
品
目
の
見
直
し
、

③
指
数
体
系
と
統
計
名
称
の
一
部
変
更
、

④
統
計
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上
を
企
図

し
た
対
応
、
に
整
理
し
た
上
で
、
指
数
動

向
を
ご
説
明
し
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
統
計
ユ
ー
ザ
ー
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
統
計
を
提

供
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/research/

brp/ron_2014/ron140617a.htm
/

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
う

貨
幣
博
物
館
の
一
時
休
館
に
つ
い
て

▼
貨
幣
博
物
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の

た
め
、
本
年
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
九

日
か
ら
一
時
休
館
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、二
〇
一
五
年
十
一
月
頃（
予

定
）
に
新
た
な
博
物
館
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

▼
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
。

貨
幣
史
に
お
け
る
新
た
な
研
究
成
果
を

反
映
さ
せ
た
「
お
金
の
歴
史
の
博
物
館
」、

資
料
の
見
せ
方
や
解
説
を
工
夫
し
た
「
分

か
り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
る
博
物
館
」、

デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し
た

「
親
し
み
や
す
い
博
物
館
」
で
す
。

▼
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
関
す
る
情

報
は
、
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▼
な
お
十
二
月
二
十
八
日
（
日
）
ま
で
の

間
、
年
内
は
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を

含
め
、
月
曜
日
以
外
原
則
と
し
て
開
館
し

ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

<

休
館
期
間>

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
（
月
）
～

二
〇
一
五
年
十
一
月
頃
（
予
定
）

<

年
内
の
開
館
予
定>

【
開
館
時
間
】

　

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

　
（
入
館
は
十
六
時
ま
で
）

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
（
た
だ
し
、
祝
日
は
開
館
）

※�

最
新
の
休
館
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
関
連
情

報
は
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

【
入
館
料
】
無
料

【
所
在
地
】

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町

　

一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

松
本
支
店
は
開
設
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
松
本
支
店
で
は
、
支
店
開
設

一
〇
〇
周
年
（
一
九
一
四
年
七
月
一
日
開

設
）
を
記
念
し
て
、七
月
二
十
二
日
（
火
）

に
支
店
と
隣
接
す
る
松
本
城
公
園
の
一
角

で
菅す

げ
の
や谷
昭
松
本
市
長
と
日
本
銀
行
林
新
一

郎
松
本
支
店
長
に
よ
る
桜
の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、好
天
に
恵
ま
れ
、

桜
の
よ
う
に
一
層
地
域
に
根
差
し
て
い
く

こ
と
を
支
店
職
員
一
同
で
誓
い
ま
し
た
。

▼
こ
の
ほ
か
、
松
本
支
店
で
は
一
〇
〇
周

年
に
関
す
る
記
念
事
業
と
し
て
、
次
の
時

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
松
本
市

内
の
一
部
小
中
学
校
や
県
内
各
地
の
商
工

会
議
所
と
共
催
で
日
本
銀
行
の
仕
事
を
説

明
す
る
出
前
授
業
・
講
座
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
松
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ア
ル
プ
ち
ゃ
ん
」
を
取
り
込
ん

だ
支
店
職
員
手
製
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り

や
、支
店
の
歴
史
等
を
記
し
た
記
念
冊
子
、

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

記
念
冊
子
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
は
地
元

の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
民
の

方
々
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
松
本
支
店
は
、
こ
れ
か
ら
も
長
野
県
に

お
け
る
中
央
銀
行
の
拠
点
と
し
て
地
域
経

済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

次の 100 年を華やかに彩るシンボルとなることを願って
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中
曽
副
総
裁
が
被
災
地
訪
問

▼
日
本
銀
行
の
中
曽
宏
副
総
裁
は
、
七
月

二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
岩
手
県
宮
古
市
・
釜
石
市
・
盛
岡
市
、

宮
城
県
仙
台
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

▼
中
曽
副
総
裁
は
、
各
地
で
地
元
経
済
界

や
行
政
関
係
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
復
興
状
況
を
直
接
確
認

し
ま
し
た
。
副
総
裁
は
、「
甚
大
な
被
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
関
係
者
の

方
々
が
一
貫
し
て
示
さ
れ
て
き
た
強
い
意

志
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
大
変
勇
気
付
け
ら

れ
た
。
今
後
と
も
復
興
に
向
け
て
中
央
銀

行
と
し
て
最
大
限
の
支
援
を
続
け
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別

見
学
会
二
〇
一
四
」
を
開
催

�

八
月
四
日（
月
）～
八
月
八
日（
金
）

▼「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」

そ
の
よ
う
な
お
子
様
の
好
奇
心
に
お
応
え

す
る
た
め
、
日
本
銀
行
本
店
で
は
「
日
銀

夏
休
み
子
ど
も
特
別
見
学
会
二
〇
一
四
」

（
協
力
：
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

▼
日
銀
の
仕
事
や
金
融
・
経
済
の
仕
組
み

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
紹
介

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本

店
本
館
や
実
際
に
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い

る
新
館
営
業
場
な
ど
の
見
学
ツ
ア
ー
に
ご

案
内
し
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
体
験
学
習
と
し
て
、
小
学
校
四

年
生
～
中
学
生
の
お
子
様
と
保
護
者
の
方

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
一
億
円
の
重

さ
体
験
、
お
札
の
偽
造
防
止
技
術
、
お
札

の
数
え
方
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

昨
年
初
め
て
実
施
し
た
「
金
融
政
策
を
決

め
る
の
は
、
君
だ
！
」
を
今
年
も
行
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
架
空
の
経

済
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と
に
景
気
・
物
価
と
そ

れ
を
踏
ま
え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
後
に
は
、
実
際
の
金
融
政
策
決
定

会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
政
策
を
提
案
、

メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決
定
し
ま
し
た
。

少
々
難
し
い
課
題
で
し
た
が
、
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
金
融

政
策
が
ど
ん
な
風
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の

か
分
か
り
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
、
景
気
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
こ
ち
ら
の
見
学
会
、
次
回
の
開
催
は
春

休
み
期
間
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
四
」

開
催
決
定

十
月
二
十
七
日（
月
）～
十
一
月
三
日（
月
）

▼
日
本
銀
行
本
店
（
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
本
石
町
）
で
は
、「
に
ち
ぎ
ん
体
験

二
〇
一
四
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

①�

レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
見
学
ツ
ア
ー
（
要
予

約
）：
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
本
店
本
館
（
旧
地
下
金
庫
な

ど
）
や
新
館
営
業
場
へ
の
見
学
ツ
ア
ー

に
加
え
、
日
銀
の
仕
事
を
テ
ー
マ
に
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま
す
。

②�

ミ
ニ
見
学
付
き
市
民
講
座
（
要
予
約
）：

日
銀
職
員
が
講
師
を
務
め
、
お
金
を
め

ぐ
る
話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
し

ま
す
。
ま
た
、
旧
地
下
金
庫
と
旧
営
業

場
の
見
学
に
も
ご
案
内
し
ま
す
。

③�

企
画
展（
予
約
不
要
）：
本
店
本
館
内
の

特
設
展
示
室
に
て
、
日
銀
の
本
店
建
築

や
業
務
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
日
本
銀
行
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
開
催
日
程
】

①
：
十
月
二
十
七
日
（
月
）
～
三
十
一
日

（
金
）

②
、
③
：
十
一
月
一
日（
土
）～
三
日（
月
）

※�

詳
し
い
内
容
や
時
間
、
予
約
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/announcem

ents/

pr_ events/index.htm
/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

〇
三
―
三
二
七
七
―

　

二
五
六
八

議論の末、子ども政策委員が
採択した金融政策は？

七
月
二
十
七
日（
日
）～
二
十
八
日（
月
）

八
月
四
日
に
は
黒
田
総
裁
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。

体
験
学
習
中
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
場
面
も
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「
親
子
の
た
め
の
お
か
ね
学
習

フ
ェ
ス
タ
」
を
全
国
四
カ
所
で

開
催
し
て
い
ま
す

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局: 

日

本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
は
、
お
か

ね
に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
べ
る
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
の
た
め
の
お
か
ね
学

習
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
全
国
四
カ
所
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
体
験
を
通
し
て
欲

し
い
も
の
と
必
要
な
も
の
の
違
い
や
、
計

画
的
に
お
か
ね
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　

お
か
ね
の
お
は
な
し
会（
注
）、お
か
ね
の

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
注
）、貯
金
箱
作
り
、

お
か
ね
ク
イ
ズ
、
お
札
の
秘
密
体
験
な
ど
。

参
加
費
無
料
。�

注
：
予
約
制
・
先
着
順
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

親
子
の
た
め
の
お
か
ね
学
習
フ
ェ
ス
タ

事
務
局
：
〇
一
二
〇
―
九
六
六
―
六
六
六

（
受
付
時
間
：
平
日
十
時
～
十
八
時
）

公
式
サ
イ
ト
：http://w

w
w

.festa20

14
.jp/

【
開
催
日
程
】

　

岐
阜
（
八
月
十
七
日
、
開
催
済
）

　

群
馬
（
十
月
二
十
五
日
）

　

神
奈
川
（
十
一
月
三
十
日
）

　

宮
崎
（
十
二
月
二
十
日
）

■今回は、「古代ローマ帝国」を舞台に大ヒット作『テ
ルマエ・ロマエ』を出したヤマザキマリ氏と、様々
な困難を克服しながら統合を進めてきた「欧州連合

（ＥＵ）」のＨ．Ｄ．シュヴァイスグート駐日大使（取材
当時）にご登場頂いた。
　一部の属州放棄でローマ市民の非難を浴びつつ、
属州の部族との和解を進め、大ローマ帝国の繁栄の
基礎を築いた皇帝ハドリアヌス。ヤマザキ氏は彼を

「知性の皇帝」と呼ぶ。
　そして、その同じ地域の人々が、現代において、2
つの世界大戦、東西分裂とその崩壊、欧州債務問題
など、様々な危機を乗り越えてＥＵを作り、通貨統
合等を進めている。「危機克服に伴い前進する統合の
面と、失業等負の副産物の両面をしっかり認識し問
題を解決していく」とのシュヴァイスグート大使の
話は力強い。
　この2つの動きに既視感を覚えつつ、それぞれの「統
合」に要したであろう膨大なエネルギーと、それを
支えている信念や危機感に思いを馳せざるを得ない。
　今、奇しくも「国」や「民族」を巡り、世界各地
で様々な紛争が拡大している。「危機の中から未来を
創る」。そう願わざるを得ない。� （丹治）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_n ich ig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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